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家 兔逆 過敏 症 ニ關 スル實 驗 的研究

岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

  石 原 忠 之

   [昭和8年12月21日 受稿]

 Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Med. Fakultat 

 (Vorsland: Prof. Dr. M. Ogata). 

 Experimentelle Studien uber die Anaphylaxia inversa bei 

 Haninehen nach Blutdruckmessung. 

  Von 

  Tadayuki Ishihara. 

 Eingegangen am 21. Dezember 1933. 

Seit die passive Anaphylaxie nach Nicolle, Friedmann, Otto u. a. bestatigt wurde,

sind die Beziehungen zwischen anaphylaktigchem Anbikorper und Prazipitin viel klelrer

geworden. Wenn die Anaphylaxie durch die Bindung zwischen Prazipitin und Antigen

herbeigefuhrt wird, so ist es klar, dass man umgekehrt die Uberempfindlichkeit auch

durch die Reinjektion des Immunserums erreichen kann, indem man das Antigen erst

intravenos injiziert.

Es gibt aber bis heute nur wenige Arbeiten uber diese sog. Anaphylaxia inversa,

besonders beim Kaninchenversuch, weil bei diesem zur Sensibilisierung eine grossere

prazipitinmenge als beim Meerschweinchen benotigt Wird. Darum habe ich, die

bekannte Erscheinung der Blutdrucksenkung als Merkmal benutzend, die Anaphylaxia

inversa systematisch untersueht und folgende Resultate erzielt.

1) Die Anaphylaxia inversa wird auch bei Kaninchen durch Blutdruckmessung

sicher nachgewiesen.

2) Zur Entstehung der Anaphylaxia inversa bei Kaninchen sind mehr als 25

prazipitineinheiten im Blut des Versuchstieres erforderlioh, die bei normaler passiver

Anaphylaxie eine typische Drucksenkung erzeugen konnen.
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3) Die minimale sensibilisierende Antigenmenge, durch welche die Anaphylaxia

inversa erregt werden kann, stimmt ungefahr mit dev der Bindungszone entsprechenden

Menge von reinjiziertem Immunserum uberein

4) Fur die Inkubationszeit. bei det Anaphylaxia inversa gelten 5 Minuten bis 48

Stunden als am passendsten.

   5) Wahrend bei der normalen passiven Anaphylaxie keine Blutdrucksenkung
innerhalb von 5 Minuten zu beobachten ist, ist diese Erscheinung jedoch bei dem Fall,

wo man eine gleiche Menge von dem Antikorper und dem Antigen auf verkehrte Weise

gebiaucht, namlich bei der Anaphylaxia inversa, in einem Intervall von 5 Minuten
deutlich zu bemerken.

   6) Wen man Antigen intraperitoneal od. subcutan sensibilisiert, so kann man
auch die Anaphylaxia inversa beobachten.

    7) Die Antianaphylaxie ist auch bei der Anaphylaxia inversa bei Kaninchen zu
beobachten.  (Autoreferat.)
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    文 獻

第1章 緒 論

Nicolle1), Friedmann, Otto2)等 ニ ヨ リ被

働 性 過 敏 症 ナ ル 現 象 ガ 發 見 サ レテ 以 來,多 ク

ノ學者ハ各方面 ヨリ過敏症ノ檢索ヲ始メ反應

ニ關與スル感作免疫血清,再 注射量竝ニ潜伏
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期 ノ問題 ハ注 目ノ焦點 トナ リタ リ.而 シテ我

教室 ノ抗體稀釋沈降 反應法 ガ創始サ レテ以來

過敏症 ニ關與スル諸現 象ハ系統的ニ闡明サ レ

タ リ.

 沈 降 素 ト抗 原 トノ結 合 機 轉 ニ依 テ過 敏 症 ヲ

惹 起 ス ル モ ノ トセバ 其 ノ逆 ニ 抗 原 ヲ靜 脉 内 ニ

注 入 シ以 テ 免 疫 血 清 ニ 對 ス ル過 敏 性 ヲ賦 與 セ

シ メ得 ベ キ ハ 當 然 ノ理 ナ リ,然 ル ニ此 所 謂 逆

過 敏 症 ノ實 驗 ニ 關 シ テ ハ 僅 ニ2, 3ノ 實 驗 ア ル

ノ ミニ シ テ 未 ダ 不 充 分 ナ ル ノ憾 ア リ.

 文 獻 ヲ按 ズ ル ニPirquet und Scbick3)ガ 家 兎 ニ

於 テ 最初 ニ皮下 ニ馬 血清 ヲ注 射 シ,24時 間 ノ潜伏

期 後再 ビ他 ノ部 位ニ抗 馬家 兎 免疫 血清 ヲ注 射 シ タ

ル ニ其 ノ免疫 血 清注 射 部 位 ニOdemノ 生 ズル コ ト

ヲ報告 シ,E.L. Opie4)ハ 非處 置 家兎 ニ馬 血清 ヲ

皮 下又 ハ 靜脉 内 ニ注 射 シ一定 潜 伏期 後 ニ抗馬 免疫

血清 ヲ皮 下 ニ注射 スル場 合 數 日間持 續 ス ルOdem

ヲ生 ジ定 型的 皮膚 反應 ヲ呈 スル 事 ヲ實驗 シ,組 織

ニ於 ケル 抗原 抗體 ノ結 合 ハ常 ニ急 性 炎症 ヲ惹 起 ス

ル モ ノナ リ ト結 論 セ リ,Schiemann und Meyer5)

ハ白 鼠 ニ於 テ逆 過 敏症 ヲ實驗 シ馬 血清 ヲ以 テ靜脉

内又 ハ腹 腔 内 ニ感 作 シ大量 ノ抗馬 家兎 免疫 血清 ヲ

靜脉 内 ニ再注 射 スル コ トニ ヨ ツテ過敏 症 「シヨ ッ

ク」又 ハ「シ ヨツ ク」死 ヲ招 來 スル事 ニ成 功 セ リ,而

シテ「シ ヨ ツク」死 ヲ招 來 スル ニ必 要 ナル免疫 血 清

量 ハ白 鼠1匹 ニ付 キ0.6cc-0.9ccニ シテ感 作 抗

原 量 ノ大小 ハ 餘 リ意 義深 キモ ノニ非 ズ ト云 ヘ リ.

E.L. Opie und J. Furth6)ハ 體重190-500gノ

幼少 ナ ル家 兎 ニ於 テ一 般逆 過 敏症 ヲ研 究 セ リ,先

ヅ最初 ニ馬 血清 ヲ 翻 脉 内 ニ注射 シ20時 間 ノ潜伏

期 ノ後 感 作 抗原 ニ相 當 ス ル 家 兎 免 疫 血 清 ノ大 量

8-20ccヲ 靜脉 内 ニ ニ注射 シ急 性過 敏症 死 ヲ招 來

スル コ トニ成 功 セ リ,但 シ コ ノ際感 作 抗原 量 トシ

テ ハ馬 血 清(5.0cc-0.05cc)ヲ 使 用 シ,0.05cc以

 下 ノ感 作抗 原量 ニテハ 再 注射 サ レタル抗 血清 ニ對

 シテ過 敏 症状 ヲ起 サザ ル コ トヲ認 メ,更 ニ潜伏 期

 ニ就 テ附 言 シテ 日 ク,感 作後12時 間 ニ シテ過 敏 症

状 最 モ強 ク20時 間迄 ハ同 一状 態 ヲ持續 シ1其 ノ後

 ハ 漸次 低下 スル モ ノナ リ ト言 ヘ リ.

  借 テ一 般 ニ動 物 ガ過 敏症 「シヨ ク」ヲ起 セ ル際 ノ

 徴候 群 トシテ擧 ゲ ラルルハ 呼吸促 迫,動 脉 血壓 ノ

 下降,血 液凝 固 性 ノ減退(Biedl und Kraus7)),

體 温 下降(Pfeiffer u. Mitta8)),淋 巴流 ノ促 進

(Colvary9))及 ビ白 血球 減少,「エ オ ジ ン」嗜 好細胞

 ノ増 加,沈 降 素債,補 體價 ノ減退 等 ノ血液 所見 變

化 ナ ル ガ犬,家 兎、 海〓 等 動物 ニ ヨ リ夫 々其 ノ徴

候群 ニ特 徴 ア リ即 チ海〓 ニ於 テハ長 ク續 ク氣 管 枝

 ノ痙 攣,急 性肺氣 腫(Auer und Lewis10)),定 型

的過 敏症 死 ヲ特徴 トス ルモ,犬 及 ビ家兎 ニ於 テ ハ

血壓 下降 ヲ特 異 ノ症候 トス.

 Auer11)氏 ハ家 兎 過 敏 症 ニ於 テハ第 一 次的 ニ循

環 系統 特 ニ心臓 ノ障 碍 ヲ起 ス ト言 ヒ,Scoct und

Arthus12)氏 等 ハ其 ノ障 碍 ノ成 因 ハ末 梢 血 管特 ニ

内臓 血管 ノ擴張 ナ リ ト云 ヒ,Weil13)氏 ハ肝 臓 血

管 ノ擴 張 ナ リ ト云 ヘ リ.Coca14),小 酒井,湯 川15)

氏等 ハ家 兎過 敏 症「シ ヨツ ク」ニ於 ケル循 環障 碍 ノ

本 態 ハ肺 循環 ノ抵抗 増加 換 言 ス レバ肺 血 行 ノ阻 止

ニ シテ是 ハ氣 管枝 筋攣 縮 ノ影 響大 ナ ル コ ト輿 ツテ

カ ア リト述 ベ タ リ.斯 ノ如 ク家兎 過敏 症 ニ於 ケル

血 壓 降下 ノ成 因 ニ就 テハ 諸家 ノ見 解區 々 ニ シテ確

説 ヲ見 ザ レ ドモ其 ノ症 状 タル ヤ明 確 ニ シテ,加 フ

ル ニ血壓降 下 ノ度合 ヨ リ其 ノ場 合 ノ過 敏症 ノ強 弱

ヲ知 リ得 ベ シ.

此 處 ニ於 テ余 ハ 家 兎 逆 過 敏 症 ヲ檢 ス ル ニ ァ

タ リ其 ノ著 明 ナ ル血 壓 降 下 ノ現 象 ヲ利 用 シテ

逆 過 敏 症 ヲ系 統 的 ニ檢 索 シ次 ニ示 ス 如 キ成 績

ヲ得 タ リ.
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第2章 實驗材料及ビ實驗方法

   第1節 試 驗動物竝 ニ過敏症状.

1500g-2000gノ 體重ヲ有スル家兎ヲ試獸 トシテ

使用シタリ.

 家兎過敏症反應ノ判定ハ血壓測定法ニ依 リタリ,

反應ノ強度ハ水銀目盛ガ60mm以 上ヲ++++,40mm-

60mmヲ+++,20mm-40mmヲ++,10mm-20mm

ヲ ±,10mm以 下 ヲー ナル符號ヲ以テ表示セリ.

      第2節 免疫方法

 2000g内 外 ノ成熟健常家兎ヲ選ビテ免疫ヲ行ヒ

免疫元 トシテハ牛血清ヲ用ヒタリ.家 兎ヲ4日 間

ノ間隔 ヲオキテ靜脉内ニ頻囘免疫シ,最 後 ノ免疫

ヨリ7-10日 目ニ採血セリ.而 シテ採血セル血清

ハ氷室ニ貯ヘ腐敗ヲ防止セリ.

 第3節 感作抗原量竝ニ再注射免疫

      血清 量

 感作抗原量ハ再注射免疫血清 ノ結合帶ヨリ計算

シ結合帶相當量或ハ其ノ1/10倍,10倍,40倍 等

ヲ用ヒ,家 兎 ノ耳翼靜脉ヨリ感作セリ.例 ヘバ再

注射免疫血清 ノ結合帶ガ1000ニ シテ家兎體重ガ

1600gナ ヲバ家兎體重ノ1/13ヲ 血液 ト見做シテ

  1600g÷13=123cc…… 血液量

  123cc÷1000=0.123cc… 感作抗原量

 0.123ccガ 結合帶相當量ノ感作抗原量ナリ.

 再注射免疫血清量ハ流血中ニ所要單位ノ沈降素

價ヲ有スル知ク該免疫血清ノ稀釋沈降素價ヨリ算

定シテ用ヒタリ.例 ヘバ流血中ニ25單 位 ノ沈降

素價ヲ必要 トスル場合,抗 牛家兎免疫血清ノ沈降

素價ガ,1000ニ シテ家兎體重ガ1600gナ ラバ

  123cc×25÷1000=3.075cc… 再 注射免疫血 清量
3.075ccガ 求ムル再注射免疫血清量ナリ.

      第4節 沈 降反應

  a) Uhlenhuth氏 原法

 抗原稀釋重層法ニシテ免疫血清ニ階段的ニ稀釋

シタル抗原ヲ重層シ輪環反應ヲ以テ沈降素價 ヲ測

定スル方法ナリ.

  b) 緒方氏稀澤沈降反應

 沈降素血清ヲ1%「 アラビヤゴム」食鹽水溶液或

ハ10%海 〓 血清ヲ以テ階段的ニ稀釋シ之ニ各種

濃度ノ抗原ヲ重層シ輪環法ヲ以テ檢スル時ハ或ル

特定濃度ノ抗原溶液ノミガ最モヨク高度稀釋ノ免

疫血清ト反應ス此場合其ノ特定濃度ノ抗原ヲ稱シ

テ結合帶(Bindungszone)ト 言ヒ,コ ノ結合帶 ト

反應シ得ル免疫血清ノ最高稀澤度ヲ釋シテ稀釋沈

降價(Verdunnungstiter)ト 言 フ.稀 釋沈降價ハ

其ノ沈降素血清中ノ沈降素量ヲ表示スルモノナ

リ,本 實驗ニ於テハ沈降素血清稀釋ニ1%「 アラ

ビヤゴム」食鹽水溶液ヲ使用セリ.

第3章 實 驗 成 續

  第1節 再注射免疫血清ノ正常家兎

     血壓ニ及ボス影響

 余ハ血壓測定法ニヨリ逆過敏症ヲ研究セン

ガ爲 メ先 ヅ家兎正常血清或ハ抗牛家兎免疫血

清ノ血壓ニ對スル毒性ノ有無,又 該血清ノ如

何ナル量迄家兎血壓ハ影響ヲ蒙 ラザルカヲ實

驗 シタ リ.

 即 チ余ハ1500g-2000gノ 體 重 ヲ有 スル正

常家兎ニ就 キ體重kg當4cc,總 量 約6cc-

8ccノ 正常家兎血清或ハ抗牛家兎免疫血清ヲ

耳靜脉 ヨリ注射セシニ毫モ血壓ニ影響 ヲ及ボ

サ ザ ル コ トヲ證 明 シ得 タ リ.
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第1表 對 照 試 驗

第1圖 對 照 試 驗

  第2節 逆過敏症ヲ惹起スベキ最少

     再注射免疫血清量ニ就テ

 由來過敏症ノ檢索ニ當リテハ感作免疫血清,

再注射量竝ニ潜伏期ノ3要 素ガ過敏症反應ニ

大ナル影響ヲ及ボスコトハ既ニ先人ノ等 シク

認ムル所ニシテ我教室ニ於テモ須之内,白 玖,

杉本,桑 名諸氏ノ精細ナル研究アリ,桑 名16)

氏ハ家兎正常毎敏症ニ就テ血壓測定法ニヨリ

實驗 シ,過 敏症テ起 シ得ル最少抗體量ハ能働

性過敏症ニ於テ15單 位 「流血中ニ15單 位ノ

稀釋沈降素價ヲ有スルコト〕ニシテ被働性過

敏症 ニ於テハ20-25單 位 ナ リト報告 セリ.

 余 ハ家兎逆過敏症 ニ於 ケル最少再注射免疫

血清量 ヲ知 ラン ト欲 シ,先 ヅ種 々ナル量ノ抗

原 ヲ以 テ家 兎ヲ感作 シ,一 定潜伏期後免疫血

清 ノ ミニテ血壓 ニ影響 ヲ及 ボサザル範圍内ニ

於 テ種 々ナル量 ノ免 疫 血 清ヲ以テ逆 過敏 症

實驗 ヲ行 ヒタルニ第2表 ノ如 キ 成績 ヲ得 タ

リ.
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第2表 最 少 再 注 射 免 疫 血 清 量

第2圖 最 少 再 注 射 免 疫 血 清 量
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 即チ使用免疫血清ノ結合帶相當量ノ10倍ノ

抗原ヲ以テ感作セル トキハ再注射免疫血清量

50單 位,25單 位,20單 位迄ハ反應陽性ニシ

テ15單 位以下ハ反應陰性ナリ.結合帶相當量

ノ抗原ヲ以テ感作セル トキハ25單 位迄 反應

陽性ナリ.結合帶相當量ノ1/10倍 ヲ以テ感作

セルトキハ50單 位ニテモ 反應陰性 トナルヲ

認 ム.

 即 チ逆 過敏症ヲ起ス最少免疫血清量ハ初 メ

感作スル抗原量ニ ヨリ一定 セズ,本 實驗 ニ於

テモ感作抗原量 ヲ結 合 帶 相 當量 ヨリソレノ

10倍 ニ多 クス レバ 最少免疫血清量 ハ25單 位

ヨリ20單 位 ヘ ト幾分減少 シ,結合帶相當量 ノ

1/10倍 ニ減少スvバ50單 位 ヲ與ヘテモ尚 ホ

逆過敏症状 ノ起 ラザルヲ認 ム然 レドモ大體 ニ

於 テ結合帶相當量或ハ夫 レ以上 ノ抗原量 ヲ以

テ感作 セル場合 ニハ20-25單 位 ヲ以 テ最少

免疫血清量 ト見做シテ差支ナシ.

  第3節 逆過敏症ヲ惹起スベキ最少

     感作抗原量ニ就テ

 最少再注射免疫血清量ヲ以テスル逆過敏症

反應ニ於テ感作抗原ヲ種々ノ量ニ變化 シテ檢

シタル所第3表 ニ示ス如ク再注射免疫血清ノ

結合帶相當量ノ40倍,20倍,10倍 迄ノ抗原

量ニ於テハ反應強陽性ニシテ結合帶相當量ノ

抗原量ニ於テモ陽性ナルモ其ノ1/2,1/10量

ニ於テハ反應陰性ナリ.又 再注射免疫血清量

ノ倍量ヲ以テ逆過敏症ヲ檢 シタル所結合帶相

當量ノ1/2倍 迄反應陽性ニシテ1/10倍 ニテ

ハ陰性ナリ.即 チ再注射免疫血清量ヲ倍量ニ

スレバ感作抗原量モ結合帶相當量ノ1/2倍 ニ

テ反應陽性 トナル.要 スルニ逆過敏症ヲ起シ

得ル最少抗原量ハ大體ニ於チ再注射免疫血清

ノ結合帶相當量ニ一致 セルヲ見ル.

第3表 最 少 感 作 抗 原 量
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第3圖 最 少 感 作 抗 原 量

 余 ハ更 ニ結合帶10000,稀 釋 沈降素價1000

ナ ル結合帶高キ免疫血清 ヲ使用 シテ最少再注

射免疫血清量ヲ以テスル逆過敏症 反應 ヲ檢 シ

タルニ第4表 ニ示 ス如 ク其 ノ結合 帯相當量即

チ0.013ccノ 如 キ少量 ノ抗原量 ニ ヨリ逆過敏

症状 ヲ起サ シメタ リ然ルニNr. 2ニ 見 ル如 キ

結合帶1000,沈 降 素價1000ナ ル免疫血清 ヲ

用 ヒタル トキハ0.0138cc〔 結 合帶相當量 ノ

1/10〕 ノ如 キ少量ノ抗原量ニテハ逆過敏症 反

應陰性ナ リキ.即 チ再注射免疫血清 ノ結合帶

高キ トキハ極少量 ノ抗原量 ヲ以テ逆過敏症 ヲ

惹起 セシムル コトヲ實驗 シタ リ.
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第4表 結合帶高キ免疫血清ヲ以テスル逆過敏症

第4圖 結合帶高キ免疫血清ヲ以テスル逆過敏症

 要之.抗 原量 ト再注射免疫血清量 トハ相關

的 ノモノニ シテ,前 者多量 ナ レバ後者 ハ少量

ニテ逆 過敏症 ヲ惹起 ス.然 レドモ此兩者 ノ量

的關係ハ互 ニ正確 ニ逆比例 スルモノニ非 ズ

第4節 家兎逆過敏症ノ潜伏期

 E.L. Opie und J. Furthハ160g-200g

ノ小 家兎ニ馬血清 ヲ耳翼靜脉ニ感作 シ直チニ

他側 ノ耳翼靜脉 ニ抗馬免疫血清 ヲ注射 セルニ

極 ク輕度 ノ過敏症状 ヲ起 セ シヲ實驗 シ,而 モ

潜伏期 ノ長 クナル ニ從テ,其 ノ症状 モヨリ強

ク,20時 間 ニシテ最 モ強度 ニ達 スル事ヲ實驗

シタ リ.

 逆 過 敏症 ヲ起 スニ必要 ナル潜伏期ハ先 ヅ反

應 ニ與 カル感作抗原量及 ビ再注射免疫血清量

ノ多 少ニョリテ異 ナル コ トハ明白ナ リ.余 ハ

先ヅ感作抗原 トシテ結合帶相當量及 ビ其 ノ10

倍,40倍 ヲ用 ヒ,再 注射免疫血清 トシテ最少

再注射免疫血清量及 ビ其 ノ倍量 ヲ用 ヒテ,逆

過敏症 ノ潜伏期 ヲ檢 シタ リ.

  第1項 最 少再注射免疫血清量 ヲ以

      テ セル場合 ノ潜伏期

  i) 結 合 帶相當量 ノ抗原 ヲ以テ感作

    シタル場合

 第5表 ニ示ス如 ク潜伏期5分 ノ トキハ定型

的ノ血壓降下 ヲ示 ス.2時 間,4時 間,24時

間迄 ハ過敏症反應陽性 ニシテ,潜 伏期2日 ノ

トキハ弱陽性,3日 ノ トキ反應陰性 トナル.

  ii) 結合 帶相當量 ノ10倍 ノ抗原 ヲ

    以 テ感作 シタル場合

 第5表 ニ示 ス如ク抗原竝 ニ免疫血清 ヲ同時

ニ左右 ノ耳翼靜脉 ヨリ注射 シタル トキハ
,第

5圖 ニ示 ス如 ク苦悶樣 ノ症状 ヲ呈 スレドモ,

血 壓ハ左迄強ク降下 セズ.此 場合 ニ於テモ反

應ハ潜伏期5分 ヨリ24時 間 迄強陽性ニ シテ,

2日 ノ トキハ弱陽 性,4日 ハ陰性ナ リ.
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 iii) 結 合 帶相當量 ノ40倍 ノ抗原 ヲ

    以 テ感作 シタル場合

 斯 ノ如 キ大量 ノ抗原注射 ニ於 テハ潜伏期些

ヵi), ii)ノ 場合 ヨリ延長 シ4日 迄 ハ反應陽

性 トナル.9日,14日 デハ反應弱陽性 ナリ.

 第2項 最 少再注射免疫 血清量 ノ倍

     量 ヲ以テセル場合 ノ潜伏期

 第6表 ニ示 ス如 ク結合帶相當量 ノ抗原注射

ノ場合ハ潜伏期4日 ハ既ニ反應陰性ナ リ結合

帶相當量 ノ10倍 ノ場合 ハ 最少再注射免疫 血

清 注射 ノ時 ハ4日 ハ陰性ナルモ其ノ倍量注射

ノ場合ニハ4日 ニテモ陽性 トナ リ,7日 ニ テ

ハ陰性ナ リ.

 結 合帶相當量 ノ40倍 ノ場合 ニハ4日 ハ強

陽性ニシテ9日,14日 モ弱陽 性ナ リ.要 ス

ルニ余 ノ實驗ニ於テハ逆過敏症 ヲ起 シ得ル潜

伏期 ハ5分 ヨリ48時 間 ノ間ガ最モ適當ニシ

テ,大 量 ノ抗原 ヲ以 テ感作 シ且再注射免疫 血

清量 大ナ レバ4日 或 ハ夫 レ以上 ニ潜伏期 ハ延

長サルルモノナ リ.然 レドモ9日 以上 ハ再注

射免疫血清巾 ノ殘存抗原ニヲリ,正 常過敏症

ヲ起 ス可能性 アルヲ以テ純粋 ノ逆過敏症實驗

ニハ適 セズ.

第5表 最少再注射免疫血清量 ヲ以テセル場合 ノ潜伏期
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 第5圖

最少再注射免疫

血清量ヲ以テセ

ル場合 ノ潜伏期

(但シ抗原ハ結

 合帶相當量)

  第6圖

最 少再注射免疫

血清量 ヲ以 テセ

ル場合 ノ潜伏期

(但 シ抗原ハ結合

帶相當量ノ10倍)
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第6表 最少再注射免疫血清量ノ倍量ヲ以テセル場合 ノ潜伏期

第7圖 最少再注射免疫血清量ノ倍量テ以テセル場合 ノ潜伏期

第3項 感作抗原ノ流血中ニ於ケル

時間的經過竝ニ感作抗原注

射ニヨル沈降素産生

本實驗モ於テハ種々ナル抗原量ヲ家兎ニ注

射 シタル場合其ノ感作抗原ノ流血中ニ於ケル

Antigenitatヲ 時間的ニ檢索 シ尚ホ コノ際生

ぜシ沈降素ヲ測定シ更ニ此家兎ニ抗原ヲ再注

射 シ,過 敏症状 ヲ惹起 スルヤ否 ヤヲ實驗 セ リ.
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然ル トキハ最少再注射免疫血清量ヲ以テ行ヘ

ル逆過敏症試驗ニ於テ第7表 ニ示ス如ク結合

帶相當量ノ40倍 注射ノ際ハ潜伏期9日 迄結

合帶相當量ノ10倍 注射ノ際ハ潜伏期7日 迄,

結合帶相當量注射ノ際ハ潜伏期4日 迄,前 述

ノ逆過敏症ヲ起 シ得ル最少抗原量ニ相當スル

Antigenitatヲ 流 血中ニ保有スル事 ヲ證明 セ

リ.然 ルニ前述 ノ如 ク實際逆過敏症 ヲ起 セル

際結合帶相當量 ノ10倍 注射 ノ際 ハ潜伏期4日

ガ反應陰性ニ シテ,結 合帶相當量デハ3日 ガ

反應陰性ナ リ.即 チ當然逆過敏症 ヲ起 シ得 ル

抗原性 ヲ有 スルニ拘 ラズ實際 ノ反應ハ陰性 ト

ナルヲ認 ム之 ハ此際生 ゼシ沈降素 ノ共存ノ爲

メ,其 ノ抗原性 ガ減弱 セシメラ レタルモノナ

ラン ト推定サル.

 尚 ホ此際感作航 原 ニ ヨル沈降素産生サ レ再

注射 サルベキ抗血清 中ニ未 ダ抗原 ノ殘存セル

場合ニハ其ノ殘存抗原 ト産生サ レシ沈降素ハ

體内ニ於テ結合 シテ能働性過敏症ノ如キ現象

ヲ呈スル事モ推定ニ難カラズ故ニ斯ノ如キ沈

降素ガ果 シテ再注射抗血清中ノ抗原 ト結合 シ

テ能働性過敏症ヲ惹起スルモノナリャ否ヤヲ

確 カメンタメ抗體ヲ産生セル家兎ニ其ノ各々

ノ潜伏期ニ於テ正常過敏症反應ヲ檢 シタルニ

第8表 ニ示 ス如ク潜伏期7日 迄 ハ試獸 ハ毫 モ

過敏症状 ヲ呈セズ.即 チ潜伏期7日 以内ニ於

テハ假令抗體 ハ産生サ レ,再 注射抗 血清中ノ

抗原 ト結合 スルモ過敏症状ヲ呈 スルコ トハ絶

對 ニ無キ コトヲ窺知 シ得ベ シ.

 要 ス ルニ逆過敏症ニ於 テ7日 以上 ノ潜伏期

ニ關 スル實驗ハ再注射免疫血清 中ノ殘存抗原

ニ依 ル正常過敏症 ヲ考慮 セザル可 カラザルヲ

以テ純梓 ナル實驗 ト見做 スヲ得 ズ.

第7表 感作抗原ノ流血中ニ於ケル時間的經過

第8表 感作抗原注射ニヨル沈降素産生竝ニ過敏症反應
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  第4項 正常家兎被働性過敏症ニ於

     ケル潜伏期 トノ比較

 余ハ曩ニ家兎被働性過敏症ノ潜伏期17)ニ就

テ研究シタルニ被働性過敏症 ヲ起スベキ最少

抗體量,25單 位 〔家兎流血中ノ沈降素量〕ヲ

以テ感作 シタル トキハ潜伏期18時 間ニテハ

過敏症ヲ起シ12時 間ニテハ過敏症状ノ起ラ

ザルコ トヲ實驗セリ.

 然ルニ此量的關係ヲ其ノ儘逆ニ使用シタル

場合即チ所謂逆過敏症實驗ニ於テハ潜伏期5

分間ニシテ既ニ強度ノ血壓降下ヲ起サ シメタ

リ.

 此事實 ヨリシテ余ハ同一免疫血清ヲ用ヒコ

ノ2ツ ノ實驗ヲ行 ヒタルニ第9表 ニ示ス如ク

前述ノ事實ノ益々疑フベカラザル事ヲ確 メタ

リ.

 余 ハ更 ニ此現象 ヲ海〓 ヲ以テ實驗 セルニ第

10表 ニ示 スガ如 キ成績 ヲ得 タ リ,即 チ海〓

ニ於 テ過敏症死 ヲ標準 トシテ研究スル トキハ

25單 位,50單 位,100單 位 〔海〓流血 中 ノ沈

降素量〕 ノ再注射免疫血清量 ニテハ潜伏期5

分 間 ニシテ過敏症死 ヲ起サズ,150單 位,200

單位 ニテ漸 ク定型的過敏症「シヨツク」死 ヲ起

ス.此 際正常過敏症 ヲ同樣 ノ條件 ニテ抗原,

抗體 ヲ逆 ニシタ儘施行 スルニ4例 中3例 ハ生

キ,1例 ハ死 セ リ.之 ヲ以テ見ルニ海〓 ニ於

テハ家兎ニ於ケル如 ク定型的 ニ正常過敏症 ト

逆過敏症ノ潜伏期 ノ相違 ハ現 レザ レドモ大勢

ニ於 テハ家兎ニ於ケル實驗 ト同樣 ナル結果 ヲ

得タ リ.

第9表 正常家兎被働性過敏症 ト家兎逆過敏症ノ潜伏期ノ比較
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第8圖 正常家兎被働性過敏症 ト家兎逆過敏症 ノ潜伏期ノ比較

第10表 正常海〓被働性過敏症 ト海〓逆過敏症ノ潜伏期ノ比較
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 第5節 腹腔竝ニ皮下ニ抗原ヲ感作

     セル場合 ノ家兎逆過敏症

余ハ抗原ヲ腹腔竝ニ皮下ニ注射 シタル後,

一定潜伏期後,免 疫血清 ヲ靜脉内ニ注射 シタ

ルニ第11表,第9, 10圖 ニ示 ス如 キ成績 ヲ得

タ リ.

第11表 腹腔竝ニ皮下ニ抗原ヲ感作セル場合ノ家兎逆過敏症

第9圖 腹 腔 ニ 抗 原 ヲ 感 作 セ ル 場 合
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第10圖 皮 下 ニ 抗 原 ヲ 感 作 セ ル 場 合

 即チ抗原ヲ腹腔内ニ注入セル場合ニハ結合

帶相當量ノ4倍 ノ抗原量ヲ以テ感作シテモ潜

伏期24時 間後過敏症状ヲ認メズ,結合帶相當

量ノ16倍 即チ抗原絶對量4-5ccノ 多量ヲ以

テ感作セル場合 潜伏期12時 間ニシテ漸ク過

敏症状ヲ認メタリ.又 皮下ニ抗原ヲ注射セル

場合ニモ同ジク結合帶相當量 ノ4倍 ノ抗原量

ヲ以テ感作スルモ過敏症状ヲ認メズ.結 合帶

相當量ノ16倍 ヲ以テ感作セル場合,潜 伏期

12時 間ニテハ反應陰性ニシテ,24時 間ノ潜伏

期後初メテ相當量ノ過敏症状ヲ認メタリ.此

際再注射免疫血清ハ逆過敏症ヲ起 シ得ル最少

免疫血清量ヲ用 ヒタリ.

 要スルニ抗原ヲ腹腔又ハ皮下ニ感作シ逆過

敏症ヲ起サントスルニハ多量ノ抗原量ヲ要シ

腹腔内感作ノ場合 ノ逆過敏症ハ皮下内感作ノ

場合 ヨリモ潜伏期短 シ.

 蓋 シ腹腔内感作ノ場合ノ抗原ノ血中移行速

度ガ皮下内感作 ノ場合 ヨリモ速ナル爲 メナル

ベシ.

  第6節 家兎逆過敏症 ニ於 ケル抗過

     敏 症

 E.L. Opie und Furtn氏 等 ハ抗過敏症 ヲ

檢 スルニアタ リ體重250g内 外 ノ小家兎ニ於

テ0.05cc-0.1ccノ 如 キ少量ノ感作抗原量 ヲ

用 ヒタル場合 ノ ミニ就 キ實驗 セルモ,余 ハ感

作抗原量竝 ニ再注射免疫血清量 ヲ種 々ニ變 ジ

テ其 ノ兩者間 ノ量的相違ニ ヨリ抗過敏症 ガ如

何 ニ影響サ レルカヲモ實驗 シタ リ.即 チ第12

表 ニ示 スガ如ク家兎Nr. 2ニ 於 テ結合帶相當

量 ノ抗原 ヲ以 テ感作 セル場合 ニハ再注射免疫

血清ノ1/10量 ニテ 抗過敏症状態ガ 得 ラ レ,

Nr. 4ニ 於 ケル如 ク結合帶相當量 ノ10倍 ノ

抗原注射 ニテハ再注射免疫血 清ノ1/10量 ニ

テハ未 ダ不充分 ニシテNr. 5ニ 見 ル如 ク1/5
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量 ニシヲ完全 ナル抗過敏症状態 ヲ得タ リ.

 以 上 ノ場合 ハ再注射免疫 血清量 トシテ最少

再上射免疫血清 量 ヲ用 ヒタルモ,此 最少量 ノ

2倍 ヲ以 テ過敏症状 ヲ檢 シタル トキハ最少再

注射免疫血清量 ノ1/5量 ニテハ抗過敏症状ハ

得 ラ レズ(Nr. 6).此 際 初 メ最少再注射免疫

血清量 ノ1/10量,更 ニ20分 後1/5量 ヲ豫 メ

注射 シ置 キタ ル トキハ最少再注射免疫血清量

ノ2倍 ヲ以テ シテモ過敏症状ハ起 ラズ,即 チ

2回 ノ注射ニヨリ抗過敏症状態ヲ獲得 シタル

ナ リ.

余ハ更ニ大量 ノ抗原量即チ結合帯相當量ノ

40倍 量 ヲ以 テ 感 作 シタ を トキ ハNr. 8, Nr. 9

ニ於テ見ル如 ク,相 當量 ノ免疫血清 ヲ豫 メ注

射 スルモ抗過敏症状態 ヲ獲得 セザル ヲ見ル.

即チ逆過敏症ニ於ケル抗過敏 症ハ感作抗原

量及ビ再注射免疫血清量ノ量的關係ニヨリ左

右 セラレル者ナルヲ知ル.

第12表 抗 過 敏 症
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第11圖 抗 過 敏 症

第4章 總 括

  (1) 最少再注射免疫血清量

 逆過敏症ヲ起スベキ最少再注射免疫血清量

ハ初メ感作スル抗原量ニヨリ一定セズ.即 チ

感作抗原量ヲ結合帶相當量ヨリ夫 レノ10倍

ニ増加セバ最少免疫血清量ハ25單 位 ヨリ20

單位ヘ ト幾分減少シ逆ニ結合帶相當量ノ1/10

倍ニ減少スレバ50單 位ヲ與ヘテモ尚ホ逆過

敏症状ノ起 ラザルヲ認ム.然 レドモ大體 ニ於

テ結合帶相當量或ハ夫 レ以上ノ抗原量ヲ以テ

感作セル場合ニハ20-25單 位ヲ以テ最少免

疫血清量 ト見做 シテ差支ヘナシ.

  (2) 最少感作抗原量

 最少再注射免疫血清量竝ニ其ノ倍量ヲ以テ

スル逆過敏症反應ニ於テ感作抗原ヲ再注射免

疫血清ノ結合帶ヲ中心 トシ種々ノ量ニ變化 シ

テ檢 シタル所,逆 過敏症ヲ起シ得ル最少抗原

量ハ大體ニ於テ再注射免疫血清ノ結合帶相當

量ニ一致セルレヲ實驗シタ リ.尚 ホ此際結合帶
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高 キ免疫血清 ヲ用 フル トキハ0.013ccノ 如 キ

極 少量 ノ抗原量ヲ以テ シテモ逆過敏症 ヲ惹起

シ得 ル コトヲ實驗 シタ リ.

 要 之.感 作抗原量 ト再注射免疫血清量 トハ

相關的 ノモノニ シテ,前 者多量 ナ レバ後者 ハ

少量ニテ逆過敏症 ヲ惹起 シ得ルモノナ リ.然

レドモ此兩者 ノ量的關係ハ互 ニ正確 ニ逆比例

スルモノニハ非ズ.

  (3) 潜 伏期

 逆 過敏症 ヲ起 スニ必要ナル潜伏期ハ先 ヅ反

應 ニ與 カル感作抗原量及 ビ再注射免疫血清量

ノ多 少ニヨリテ異ナル コ トハ明白ナ リ.余 ハ

先 ヅ感作抗原 トシテ結合帶相當量及 ビ其 ノ10

倍,40倍 ヲ用 ヒ,再 注射免疫血清 トシテ最少

再注射免疫血清量及 ビ其 ノ倍量 ヲ用 ヒテ逆過

敏症 ノ潜伏期 ヲ檢 シタ リ,其 ノ結果以上種 々

ノ場合 ニ於テ逆過敏症 ヲ起 シ得 ル潜伏期ハ5

分 ヨリ48時 間 ノ間ガ最モ適當 ニシテ,大 量 ノ

抗原 ヲ以 テ感作 シ且再注射免疫血清量大ナ レ

バ4日 或ハ夫 レ以上ニ潜伏期 ハ延長 サルルモ

ノナ リ.要 之.余 ノ實驗ニ於テハ潜伏期短 カ

キ程過敏症状強烈 トナルヲ認 メ,此 點E.L.

Opie und J. Furthノ 小家 兎ニ於 ケル逆過敏

症實驗 ニ於テ 潜伏期12-20時 間 ガ 最 モ強度

ノ過敏症状 ヲ起 ス ト述 ベタル點 ト所信 ヲ異ニ

スルモノナ リ.

 但 シ此際抗原竝 ニ免疫 血清 ヲ同時 ニ左右ノ

耳翼靜脉 ヨリ注射 シタル トキハ苦悶樣 ノ症状

ヲ呈スルモ,血 壓 ハ夫 レ程強 クハ降下 セズ.

即 チ抗原,抗 體 ヲ同時 ニ注射 スノレトキハ潜伏

期5分 後ニ於ケル逆過敏症 ニ比 ベテ,甚 ダ シ

ク過敏症状弱 キヲ認 メタ リ.

次 ニ種 々ナル抗原量 ヲ家 兎ニ注射 シタル際

其 ノ感作抗原 ノ流血 中ニ於ケルAntigenitat

ヲ時 間的ニ研究 シタルニ當然逆過敏症 ヲ起 シ

得ル抗原性 ヲ有 スル時 日ニ於テ實際逆過敏症

試驗 ヲナスニ過敏症 反應陰性 トナルヲ認 メタ

リ之ハ此際生ゼ シ沈降素 ノ共存 ノ爲 メ,其 ノ

抗原性 ガ減弱セ シタ ラレタル モノナ ラン ト推

定 ス.

 潜伏期長期ニ亙ル トキハ感作抗原 ニ ヨル沈

降素 産生サ レ再注射 サルベキ抗血清 中ニ未ダ

抗原 ノ残存 セル場合 ニハ其 ノ殘存抗原 ト産生

サ レシ沈降素 ハ體内ニ於 テ結合 シテ能働性過

敏症 ノ如 キ現象 ヲ呈 スル事モ想像 ニ難 カラズ

故ニ抗原注射後 一定時 日ヲ經過 シ,抗 體 ヲ産

生 セル家兎ニ於 テ正常過敏症反應 ヲ檢 シタル

ニ潜伏期7日 迄 ハ試獸 ハ毫 モ過敏症反應 ヲ呈

セズ即チ潜伏期7日 以内 ニ於テハ,例 へ抗體

ハ産生サ レ再注射抗血清中ノ抗原 ト結合 スル

モ過敏症状 ヲ呈 スルコ トハ絶對 ニ無 キコ トヲ

窺知 シ得ベ シ.要 之.逆 過敏症 ニ於 テ7日 以

上 ノ潜伏期 ニ於テ爲サ レタル實驗 ハ再注射免

疫血清中 ノ殘存抗原 ニ依ル正常過敏症 テ考慮

セザル可 カラザルヲ以テ純梓ナル逆過敏症實

驗 ト見做 スヲ得 ズ.余 ハ曩 ニ家 兎被働性過敏

症 ノ潜伏期17)ニ就 キ研究 シタルニ被働性過敏

症 ヲ起 スベキ 最少抗體量25單 位 ヲ以テ 感作

シタル トキ潜伏期18時 間 ニテハ 過敏症 テ起

シ,12時 間 ニテハ過敏症状 ノ起 ラザル コ トヲ

實驗 セ リ.然 ルニ此量的關係 ヲ其ノ儘逆 ニ使

用 シタル場合即 チ所謂逆過敏症實驗 ニ於テハ

潜伏期5分 間ニ シテ既ニ強度 ノ血壓降下 ヲ起

サ シメタ リ.コ ノ事實 ヲ海〓ニ於テ實驗 シタ

ルモ,略 ボ同樣 ノ結果 ヲ得タ リ.即 チ正常被

働性過敏症 ニ就テ潜伏期5分 間 ニテハ血壓降
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下 ヲ起サザル場合 ニ,同 一抗體竝 ニ抗原量 ヲ

其 ノ儘逆 ニ使 用シタル場合即チ逆過敏症 ノ際

ニハ潜伏期5分 間ニテモ明カナル血壓降下 ヲ

認 メタ リ.

  (4) 抗 過敏症

 E.L. Opie und J. Furth氏 等 ハ體重250g

内 外 ノ小家兎 ニ於 テ0.05cc-0.1ccノ 如 キ少

量 ノ感作抗原量 ヲ用 ヒタル場合ノ ミニ就 キ抗

過敏症 ヲ實驗 セルモ,余 ハ感作抗原量竝ニ再

注射免疫血清量ヲ種々ニ變 ジテ其ノ兩者間ノ

量的相違ニヨリ抗過敏症ガ如何ニ影響サレル

カヲモ實驗シタ リ.其 ノ結果大量ノ抗原量ヲ

以 テ感作タル トキハ相當大量 ノ免疫血清 ヲ以

テ豫 メ除感作スルモ尚ホ抗過敏症状態 ヲ獲得

セザルニ至 ルコ トヲ實驗 シタ リ.即 チ逆過敏

症 ニ於ケル抗 過敏症 ハ感作抗原量竝ニ再注射

免疫血清量 ノ量的關係ニ ヨリ左右 セラルルモ

ノナルヲ知ル.

第5章 結 論

 1. 家 兎 ニモ逆過敏症 ノ可能ナル コトヲ血

壓測定 ニ ヨリ證 シ得タ リ.

 2. 家 兎逆過敏症 ヲ惹起 スルタ メニハ,流

血 中ニ抗體稀釋法 ニヨリ測定サ レシ,25單 位

以上 ノ沈降素 ヲ證 明スベキ再注射免疫血清量

必要ナ リ.

 3. 家 兎逆過敏症 ヲ起 シ得ベキ最少感作抗

原量 ハ再注射免疫血清 ノ結合帶相當量 ニ略 ボ

一致 ス.

 4. 家 兎逆過敏症 ヲ起 スベキ潜伏期 ハ5分

乃至48時 間 ガ最 モ適當ナ リ.

 5. 正常被 働性過敏症ニ於テ潜伏期5分 間

ニテハ血壓降下 ヲ起 サザル場合 ニ同一抗體竝

ニ抗原量 ヲ其 ノ儘逆 ニ使用 シタル場合即チ逆

過敏症 ノ際 ニハ潜伏期5分 間ニテモ明カナル

血壓降下 ヲ認 メタ リ.

 6. 腹 腔 内皮下内ニ抗原 ヲ感作 シタル場合

ニモ逆過敏症 ハ可能 ナ リ.

 7. 家 兎逆過敏症 ニモ抗過敏症状 ヲ認 ム.
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